
食食品品添添加加にに適適ししたた濃濃緑緑なな生生葉葉のの生生産産方方法法  

［研究のねらい］ 

・高温加湿熱気製茶法で食品に添加

する茶を生産する場合，全窒素，

遊離アミノ酸，食物繊維について

考慮する必要はなく，単純に濃緑

な色彩と多収量が求められる。 

・一番茶に遮光率 85%の資材を直接

被覆して，クロロフィル a 含有量

が 600mg / 100gD.W.以上になる濃

緑な生葉を多収で生産する技術を

検討した。 

［研究の成果］ 

・クロロフィル a 含有量が多いほど

生葉は濃緑になる（図 1） 

・被覆開始時期と被覆期間の組み合

わせが収量とクロロフィル a 含有量に及ぼす影響について，2 つの実験結果で得た 23 のデータ

より，最小二乗法で非線形のモデルを作成した（図 2）。 

・．その結果，被覆開始時期が早いほど，被覆期間が長いほどクロロフィル a 含有量は高くなる。

被覆開始時期が遅いほど多収になるが，4 葉期以降の被覆開始では被覆期間を長くしても，ク

ロロフィル a 含有量は 600mg/100gD.W.以上にならなくなる。 

・このモデルは‘やぶきた’の一番茶でのみ適応する。 
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図 1 被覆開始と摘採の時期が粉末茶の色に及ぼす影響 

図中の白色文字はクロロフィル a 含有量(mg/100g.D.W.) 


